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(16) a. Iあっ、これは!J Iあっ、それは!J Iあっ、あれは!J 






























次の例は、 Bの発話に関しては (20)と同じであるが、 Aの発話には Bが嬉しがってい
ることを予想しているという意味は読み取れない点で (20)と異なる。
(21) A:息子さんが一流の野球選手として活躍なさっていますが、どう思われますか?
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るため、 (21a)は不自然になるのである。





















































(2000)、Hopperand Traugott (2003)でも触れられているが、ここでは Lakoff(1993)の
モデルを用いて、形態素と語と音声の対応関係を以下のように示す (M:rnorphernic， W: 
??????? ? ?









? ? ? ? ? ? ? ?M: 
W: 




































































































9.音声表記は IPA(International Phonetic Alphabet)に基づく。
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